
田内 大渡 (TAUCHI Taito)

学振 DC2

数理科学専攻　博士課程 2年

研究概要

Gを実簡約代数群, P をその極小な放物型部分

群, H を Gの実代数部分群とする. このとき P

開軌道が等質多様体G/H 上に存在する,もしく

はそれと同値なことであるが G/H 上の P 軌道

の個数が有限であるならば,正則表現C∞(G/H)

がGの各既約表現を高々有限回ずつしか含まな

いことが小林・大島により代数解析を用いる手

法で証明された. また小林は一般放物型部分群

Qに対しても, もし Qが G/H 上に開軌道を持

たなければC∞(G/H)はQから誘導されたある

退化主系列表現を重複度無限で含むというより

精密な結果を, ポアソン変換の一般化を用いるこ

とで証明している. これらを踏まえ本年度私は

「G/H上にQ開軌道が存在するがQ軌道が無限

個存在するとき C∞(G/H)に重複度無限でふく

まれるQから誘導された退化主系列表現が存在

するか? 」という問題に取り組み, 向き付けに関

するある仮定のもとでは, 上の問題は肯定的であ

ることをドラームのカレントの理論を用いて証

明した.
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FMSPの活動への参加

1. 社会数理実践研究にレース班として参加し

た．カーレースのタイム短縮について定期

的にミーティングをし，最終的に社会数理

実践研究レターを書き上げた．この参加に

より数学の産業社会の貢献に関する知見だ

けでなく他の FMSP生との交流も深めるこ

とができた．

1


